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11..  ははじじめめにに  

 環境問題の中で、しばしば見過ごされる課題の一つ

に「騒音問題」がある。科学技術が進歩した現代にお

いても、依然として多くの人々が騒音に悩まされてい

る。特に在宅ワーカーや受験生にとって、日中の工事

音や生活音などの騒音は学習や仕事の効率低下に直結

する深刻な問題である。私たちは、この問題に対し、

ICTを活用したアプローチとしてソフトウェア型アク

ティブノイズキャンセリング(ANC)アプリ「Null-

Oto(ナルオト)」を提案する。 

22..  シシスステテムム概概要要  

「Null-Oto」は、既存の ANC 技術を応用し、スマ

ートフォン単体のみで騒音低減を可能にするアプリケ

ーションである。本開発の目的は、既存の ANC 技術

をスマートフォンで実現可能なレベルまで落とし込み、

特定の機械騒音 (定常性のある生活音)を軽減する検

証を行うことである。 

 
図 1.実現イメージ 

33..  検検証証アアププロローーチチ  

33..11  AANNCC技技術術のの拡拡張張  

従来の ANC は、イヤホンや専用デバイスで耳を密

閉し、物理的に安定した環境を前提に成立していた。

本検証では、その技術をスマートフォンのマイクとス

ピーカーを用いて「空間」に展開し、特定の機械騒音

を軽減する新しい形態を模索する。対象とするのは、

エアコンや扇風機の稼働音など、定常性のある生活音

である。図 2に示す周波数分析結果から、本検証で対

象とする機械騒音には、時間に依らず同じ周波数帯に

特徴が繰り返し出現することがわかる。さらに、機械

の種類によって出現する周波数帯が異なることが確認

できる。これにより、理論的に効果が期待できる範囲

に焦点を絞ることで、現実的な検証を可能にした。 

 

図 2.スマートフォンのマイクを用いた実測値 

(横軸:周波数[Hz] 縦軸:パワー[dB]) 

33..22  検検証証方方法法  

騒音源ごとに特化したプリセットを用意し、マイク

からの入力を分析して設定値を調整することで最適な

効果を得られるようにした。また、同時入出力による

ハウリングの課題には、マイクとスピーカーの切り替

え制御を導入し、入出力を同時に行わないことで安定

した検証環境を構築している。 

44..  検検証証環環境境 

本開発で扱う「空間型 ANC」は、既存のイヤホン型

ANC の単純な延長では実現が難しく、スマートフォン

の物理的制約や遅延の影響を考慮する必要がある。そ

のため、検証では条件を限定し、まず基本的な有効性

を確認することを重視した。図 1に示すように、騒音

発生源とスマートフォンを固定し、スピーカーを耳の

方向に向けることでスピーカー正面の空間で騒音が軽

減されることを確かめる。 

55..  おおわわりりにに  

本開発で検証する効果は、限定的な条件下にとどま

る。しかし、より広範な空間型 ANC 技術が実用化す

れば、新しい形のノイズキャンセリング技術として社

会的・技術的意義は極めて大きいといえる。 
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1. はじめに 

 日本の傘の消費量は年間約 1 億 3,000 万本と推定さ

れており、そのうち 6 割以上はビニール傘です。ビニ

ール傘は、まだ使える状態にもかかわらず廃棄されて

いるものが多く、資源の無駄遣いになっています。ま

た、日本では突然の雨が降ったときなどに、コンビニ

や駅でビニール傘を一度きりの使用目的で購入する光

景が当たり前になっています。ビニール傘 1 本あたり

のプラスチックを CO₂に換算すると約 692 グラムにな

るため、この行為は想像以上に大きな環境負荷を生ん

でいます。このような問題を解決するために、“傘は

みんなでシェアする”ことを当たり前に変えていくア

プリ「パラシェア」を提案します。このシステムによ

り、傘をシェアする文化への転換、使い捨て傘の抑制

を目指すことができます。 

 

2. システム概要 

本システムは、「傘を持て余す人」「傘が必要な

人」、そして傘置き場を提供する「店舗・施設」の三

者にメリットが生まれる仕組みです。パラシェア専用

の傘置き場に QR コードシールが入った BOX を設置し

ます。傘を持て余した人はその傘に QR コードシール

を貼り、QR コードをアプリで読み取り、「旅傘」と

して登録できます。今すぐ傘が必要な人は旅傘につい

た QR コードを読み取ることで「傘と旅する」ことが

できます。傘は、旅傘や傘置き場の位置を記憶し、傘

が少ない傘置き場においたりすると「ナイシェアポイ

ント」をもらえます。必要なくなるとアプリ内のボタ

ンを押すことで「傘の旅を終える」ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 システム概要図 

 

2.1 傘と旅する機能 

傘の QRコードから画面 1に移動します。「傘と旅す

る」ボタンを押して傘を使います。使い終わったら

「傘と別れる」ボタンを押して画面 2 に移動します。

使う旅傘は記録されているデータを冒険譚として見る

ことができます。 

 

 
画面 1 

 
画面 2 

図 2 傘と旅する機能のアプリ画面 

2.2 旅傘を誕生させる機能 

BOX内に用意してQRコードシールを傘に貼ります。

QRコードを読み取って画面3に移動します。「旅傘誕

生」ボタンを押すと新たな旅傘を生成できる。QR コ

ードを貼り付け、登録するだけなので誰でも手軽に行

えます。また、自分の旅傘がどれだけ使われている

か、どれだけ貢献できているかなどの活躍をスマホで

確認できます。 

 
画面 3 

 
画面 4 

図 3 旅傘を誕生させる機能のアプリ画面 

2.3 ナイシェアポイント機能 

 ナイシェアポイントは、「旅傘」を生成したり、傘

が少ない場所に返却したりしてナイシェア（画面 1）

を貰うと貯まるポイントです。ナイシェアポイントは

傘を返却しないと貰えないので傘が返却されない問題

も防ぎます。ポイントを集めてランキング上位になる

などの条件を満たすことで「称号」が貰えます。称号

は、活動の証としてモチベーションとなります。 

3. おわりに 

ユーザー同士で傘をシェアし合うアプリ「パラシェ

ア」を通じて、傘の無駄な廃棄をゼロにし、持続可能

かつ便利な社会の実現を目指していきます。 
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